
研
究
ノ
ー
ト元

亀
の
起
請
文
に
つ
い
て

藤

田

恒

春

元亀の起請文について（藤田）

工
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
近
江
南
郡
に
お
け
る
一
向
一
揆
勢
力
へ
内
通
し
な
い
旨
を
誓
わ
せ
た
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
所
謂
コ
兀
亀
の
起
請
文
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
滋
賀
県
史
』
、
『
草
津
市

②史
』
に
お
い
て
紹
介
且
分
析
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
高
牧
実
氏
は
、
湖
東
の
門

徒
の
分
析
過
程
の
な
か
で
こ
の
起
請
文
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
文
憲
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

分
析
か
ら
当
該
期
近
江
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
も
分
析
さ
れ
た
。
こ
の
起
講

文
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
古
く
元
禄
期
に
金
森
善
立
寺
の
恵
空
が
書
き
残
し

た
記
録
の
な
か
に
見
え
、
「
如
此
文
章
ニ
テ
角
々
ヨ
リ
五
人
三
人
廿
人
光
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ニ
　
キ

ノ
書
判
ニ
テ
請
状
ヲ
取
ラ
レ
ケ
ル
、
　
其
々
々
ノ
状
三
十
五
十
ヲ
一
次
一
巻

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
専
　
④

ニ
シ
テ
奥
金
勝
佐
久
芳
右
衛
門
太
夫
笹
書
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
こ

の
起
講
文
は
数
十
通
を
纒
め
て
巻
子
に
仕
立
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。

　
田
中
貞
昭
が
著
し
た
『
栗
太
志
』
巻
一
二
に
は
「
元
亀
年
間
信
長
公
近
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ノ
起
証
文
ヲ
取
り
此
祠
二
納
ム
、
此
寺
別
当
タ
ル
ニ
因
テ
此
寺
二
存
」
す
と
、

勝
部
神
社
（
現
守
山
勝
部
町
）
の
別
当
寺
院
で
あ
っ
た
天
台
宗
三
光
院
宝
勝

寺
に
六
〇
通
の
起
請
文
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
『
滋
賀
県
史
』
編
纂
の
時
に
は
既
に
散
漫
し
て
お
り
、
写
本
二

通
が
残
っ
て
い
た
の
み
で
右
の
記
録
が
言
う
よ
う
な
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た

起
請
文
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
　
『
栗
太
志
』
は
「
皆
悉

（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
（
有
）

熊
牛
王
ノ
裏
牢
記
霜
之
」
り
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
起
請
文
は
熊

野
牛
王
宝
印
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
恵
空
は
ま
た
「
五
人
三
人
廿

人
量
人
」
が
署
名
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
紹
介

さ
れ
て
来
た
起
請
文
と
は
か
な
り
違
っ
た
型
態
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
本
稿
は
、
奈
良
市
の
水
木
直
箭
氏
所
蔵
文
書
所
収
の
「
元
亀
の
起
請
文
し
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一
巻
の
紹
介
を
か
ね
若
干
の
分
析
を
試
み
た
い
。

①
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
二
九
六
頁

②
　
　
『
草
漣
曇
川
史
』
第
一
巻
　
六
五
五
百
八

③
　
高
牧
実
「
湖
東
の
門
徒
と
元
亀
の
起
請
文
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀

　
要
』
昭
和
五
一
年
度
、
一
九
七
七
年
三
月
）

④
　
「
善
龍
寺
物
語
」
（
『
も
り
や
ま
』
四
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

⑤
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
『
菓
太
志
』
は
、
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
草

　
津
の
商
人
出
身
で
あ
る
田
申
貞
昭
－
号
適
斎
一
が
編
纂
し
た
全
二
一
巻
の
地
誌
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
正
　
起
請
文
の
諸
写
本

　
「
元
亀
の
起
請
文
」
は
、
「
勝
部
神
社
文
書
」
、
「
蓮
井
知
言
出
所
蔵
文
書
」
、

「
春
日
力
氏
所
蔵
文
書
」
、
「
大
谷
雅
彦
氏
所
蔵
文
書
」
な
ど
に
そ
の
写
本
が

知
ら
れ
て
い
る
。
が
し
か
し
、
右
の
写
本
に
つ
い
て
は
充
分
な
史
料
批
判
及

び
そ
の
伝
来
系
統
に
つ
い
て
の
検
討
も
な
い
ま
ま
無
批
判
に
使
用
さ
れ
て
来

た
。
ま
た
起
請
文
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
も
見
過
さ
れ
て
来
た
と
言
っ
て
よ

い
。
こ
こ
で
は
諸
写
本
の
伝
来
事
情
と
そ
の
性
格
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先

づ
最
初
に
「
水
木
直
箭
氏
所
蔵
文
書
」
の
概
容
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
、
水
木
直
箭
氏
所
蔵
文
書

　
水
木
直
箭
氏
灰
蔵
文
書
（
以
下
「
水
木
本
」
と
言
う
）
は
、
東
大
史
料
編

纂
所
に
「
水
木
直
箭
馬
所
蔵
文
書
」
、
写
真
鰭
二
冊
と
し
て
架
蔵
さ
れ
て
い

輌
「
元
亀
の
起
請
文
」
追
駆
署
に
所
収
さ
れ
て
い
る
・
書
に
竪

が
あ
り
、
こ
の
起
講
文
の
伝
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
後
陽
成
天
皇
御
宇
元
亀
三
壬
申
年

　
　
三
月
江
州
六
角
箕
作
義
賢
入
道
美
深

　
　
父
子
叛
逆
、
其
余
党
諸
士
井
一
向
宗
輩

　
　
　
　
　
　
（
撲
）

　
　
馳
集
発
一
捻
、
於
同
弱
野
洲
郡
金
ケ
森

　
　
三
宅
驚
城
之
刻
、
織
田
右
府
信
長
公

　
　
為
南
郡
之
押
、
以
佐
久
間
右
衛
門
尉
信
盛

　
　
稲
葉
伊
縄
入
道
一
鉄
斎
同
右
京
太
夫
貞
通

　
　
之
三
将
於
守
山
勝
部
浮
気
之
三
箇
邑

　
　
築
城
寄
居
之
、
責
金
ヶ
森
三
宅
之

　
　
両
城
云
々
、
此
刻
野
洲
栗
太
之
二
型

　
　
之
諸
士
弁
百
姓
等
彼
両
城
江
出
入
内
通

　
　
一
味
致
間
話
密
旨
、
自
諸
邑
請
書

　
　
起
請
文
奉
差
上
云
々
、
右
請
文
亡
霊

　
　
拾
集
以
為
一
巻
爾
云

　
　
　
　
　
　
　
南
龍
子
広
雄
誌
圃
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
仮
名
、
霊
堂
は
省
略
し
た
）

　
こ
れ
に
拠
る
と
南
龍
子
な
る
人
物
が
元
亀
の
起
請
文
を
承
知
の
上
で
蒐
集
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元亀の起請文について（藤田）

し
、
こ
れ
を
一
巻
に
し
た
こ
と
が
分
る
。
先
に
見
た
恵
空
の
記
す
所
に
拠
れ

ば
こ
の
起
請
文
は
巻
子
に
仕
立
て
保
管
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

南
龍
子
は
個
々
に
「
拾
集
」
め
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
い
時
期
に

勝
部
神
社
か
ら
散
抄
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
賊
文
に
は
紀
年
が
な
い

の
で
何
時
頃
蒐
集
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
こ
ろ
で
こ
の
南
龍
子
に
つ
い
て
は
文
政
六
年
版
『
続
浪
華
郷
友
録
』
に

次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
椿
井
流
兵
学
古
実
国
学

　
南
龍
堂
　
有
職
及
物
産
名
広
雄
字
　
椿
井
権
之
輔

　
　
　
　
　
応
龍
山
城
泉
何
辺
上
狛
士

　
椿
井
流
兵
学
本
実
国
学
に
長
け
た
椿
井
権
之
輔
が
右
の
賊
文
署
名
者
南
龍

子
で
あ
る
こ
と
は
、
名
を
広
雄
と
称
し
た
こ
と
か
ら
も
一
致
す
る
。
彼
に
つ

い
て
の
知
見
は
な
い
が
、
文
政
六
年
版
の
人
名
録
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
一

入
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
存
殺
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
栗
太
志
』
は
文
政
四
年
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
で
当
時
勝

部
神
社
別
当
寺
院
宝
勝
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

外
野
権
之
輔
が
蒐
集
し
た
も
の
は
『
栗
太
志
』
上
梓
後
散
引
し
た
も
の
の
一

部
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
ま
で
「
元
亀
の
起
請
文
」
と
し
て
使
わ
れ
て
来
た

も
の
は
『
栗
太
志
』
の
な
か
で
「
其
細
々
二
勝
部
大
明
神
二
納
メ
タ
ル
起
請

文
ノ
写
シ
↑
テ
所
持
ス
ル
ヲ
写
」
し
た
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
全
て
写
本

で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
今
ま
で
使
わ
れ
て
来
た
も
の
に
熊
野
牛
王
宝

印
に
書
か
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
の
は
寧
ろ
当
然
と
言
え
る
。

　
水
木
本
に
は
起
請
文
二
五
通
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
賊
文
の
な
か
で
墨
書

を
拾
い
集
め
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
破
損
の
激
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
熊

野
牛
王
宝
印
の
裏
に
書
か
れ
た
も
の
四
通
含
ま
れ
て
お
り
、
『
栗
太
志
』
の

記
述
に
合
致
し
注
目
に
値
す
る
。

　
水
木
本
の
詳
し
い
分
析
は
次
節
に
譲
り
、
先
に
諸
写
本
に
つ
い
て
触
れ
て

置
き
た
い
。

口
、
大
谷
雅
彦
氏
所
蔵
文
書

　
大
谷
文
書
に
つ
い
て
高
牧
琉
は
「
大
谷
雅
彦
氏
所
蔵
文
書
」
と
し
て
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
写
本
は
『
滋
賀
県
史
』
や
『
野
洲
郡
史
』
編
纂

の
た
め
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
、
野
洲
郡
役
所
用
箋
（
和
罫
紙
縦
書
、
滋
賀
県

立
図
書
館
所
蔵
「
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
採
集
文
書
」
、
写
真
帖
）
に
墨
筆

で
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
抄
出
の
形
を
と
っ
て
い
る
、
厳
密
に
は
謄

写
本
と
言
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
表
紙
に
は
「
光
亀
三
年
三
月
六
角
計
算
残
党
と
一
向
宗
一
揆
に
同
心
せ
さ

る
起
請
文
の
写
」
と
記
載
が
あ
る
。
次
丁
の
前
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
元
亀
元
年
六
月
五
日
江
鴬
野
洲
川
原
大
合
戦
之
後
、
為
重
郡
押
、
自
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉄
）

　
　
尊
公
為
御
代
官
守
山
城
に
は
稲
葉
一
哲
斎
、
勝
部
城
に
は
同
君
京
大
夫
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貞
通
、
浮
気
城
に
は
佐
久
間
右
衛
門
尉
信
盛
被
籠
居
方
処
、
同
三
年
金

　
、
ヶ
森
井
三
宅
両
城
に
は
六
角
承
禎
父
子
之
下
知
ト
テ
此
辺
ノ
地
侍
ト
一

　
　
向
宗
之
輩
馳
加
り
寵
城
申
候
て
一
揆
を
発
し
候
に
付
、
在
所
一
々
一
味

　
　
内
通
不
申
様
に
起
請
文
を
右
三
奉
行
職
へ
差
上
候
て
、
則
勝
部
大
明
神

　
　
へ
社
納
申
候
由
、
今
少
≧
計
残
り
申
候
を
写
生
老
也
叡
鞍
董
轍

　
　
請
書
奥
書
に
一
≧
熊
野
牛
王
の
裏
に
神
文
を
書
載
、
名
前
書
判
血
有
之

　
右
の
文
言
か
ら
大
谷
本
は
当
初
か
ら
抄
出
の
か
た
ち
の
写
本
を
更
に
転
写

し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
野
史
』
で
あ
れ
『
県
史
』
で
あ
れ
、
こ

の
謄
写
本
作
成
者
が
「
或
家
伝
来
巻
物
三
軸
」
の
原
本
な
り
正
確
な
写
本
を

見
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
抄
出
の
か
た
ち
で
筆
写
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
④

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
仮
に
「
三
軸
」
も
の
起
請
文
を
見
た
と
す
る
な
ら
ば
そ

の
数
は
も
っ
と
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
谷
本
に
は
一
二
通
分
し
か
謄

写
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
本
文
を
謄
写
し
た
も
の
は
僅
か
二
通
の
み
で
あ

る
。
残
り
は
日
付
と
署
判
者
を
列
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
＝
一
通
の
内
一
通
は
「
勝
部
神
社
文
書
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

一
通
は
横
浜
市
在
住
の
「
春
β
力
氏
所
蔵
文
書
」
（
何
れ
も
後
述
す
る
）
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
雷
に
記
さ
れ
て
い
る
「
巻
物
三
軸
」

が
あ
る
時
期
に
散
侠
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
同
時
に
、
大
谷
本
は
原
本
に

即
し
た
も
の
で
は
な
く
前
に
述
べ
た
よ
う
に
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
大
谷
本
を
「
元
亀
の
起
請
文
」
と
し
て
使
う
に
は
充
分
な
吏
料
批

判
を
要
す
る
も
の
と
書
え
る
。
参
考
と
し
て
次
に
大
谷
本
を
掲
げ
る
。
「
勝
部

神
社
文
書
」
と
「
春
日
力
氏
所
蔵
文
書
」
所
収
の
（
5
）
・
（
1
1
）
は
割
愛
す
る
。

　
　
（
1
）
　
　
（
前
文
省
略
）

月

十
四
日

元
亀

御
両
三
人

　
　
　
御
奉
行
中

（
2
）

（
3
）

久
保
村
惣
代
（
略
押
）

　
出
港
惣
代
（
略
押
）

　
岡
　
　
長
（
筆
軸
印
）

年
行
事

　
久
保
茂
範
（
花
押
）

　
　
惣
代

　
　
　
善
範
（
花
押
）

門
ワ
キ
衛
門

　
国
松
幸
信
（
花
押
）

三
月
十
七
臼

　
一
ア
バ
　
　
　
出
庭
一
兀
重

三
月
十
七
日

　
マ
ガ
リ
　
堀
池
伝
助

野
村
七
之
丞
　
鈎
喜
兵
衛
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

三
月
十
八
日

　
立
入
　
立
入
大
北
春
慶
　
立
入
九
良
左
衛
門
周
久

　
　
　
　
同
与
久
郎
貞
好

三
月
十
九
日
　
　
（
省
略
）

三
月
二
十
一
日

　
ヒ
ル
タ
　
近
松
道
泉
　
同
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
同
甚
左
衛
門

三
月
二
十
一
日

　
津
田
　
津
田
さ
』
は
ら
惣
代

　
　
　
　
河
田
三
郎
兵
衛
尉
吉
長

　
　
　
　
　
　
津
田
彦
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
さ
」
原
九
郎
二
郎

月
日
不
詳

　
南
佐
久
良
惣
代
（
花
押
）

　
　
　
　
　
木
村
帯
刀
（
花
押
）

　
　
三
上
庄

　
　
　
公
文
（
花
押
）

　
　
　
同
　
政
所
（
花
押
）

　
　
　
北
佐
久
良
惣
代

　
　
　
　
　
因
幡
田
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
次
（
花
押
）

（
9
）
　
敬
白
天
罰
霊
社
起
請
文
前
書
事

　
一
金
森
・
三
宅
江
繊
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
事

　
一
右
之
雨
城
江
自
然
出
入
之
輩
在
之
者
、
任
御
高
札
之
旨
、
錐
為
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

　
　
親
、
見
隠
不
聞
隠
、
御
痴
愚
稟
申
塵
事

　
一
万
一
従
当
郷
出
入
、
内
通
之
輩
、
聞
召
於
被
出
者
、
親
類
惣
中
共

　
　
に
、
可
被
加
御
成
敗
之
事

　
　
右
此
旨
於
偽
考
、
細
心
に
奉
願
御
本
尊
丼
霊
社
起
請
文
之
御
罰
、

　
　
深
厚
可
罷
蒙
三
章

元
亀
三
年
三
月
昔
八
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
津
川

　
　
藤
井
　
　
　
田
中
新
左
衛
門
　
　
西
弾
尾

　
　
　
宗
次
（
花
押
）
　
貞
次
（
花
押
）
　
正
虎
（
花
押
）

　
　
上
路
　
　
　
中
　
　
　
　
臼
井

　
　
　
貞
象
（
花
押
）
　
　
吉
満
（
花
押
）
　
　
音
盛
（
花
押
）

　
　
川
嶋

115 （115）



（
1
0
）

吉
次
（
花
押
）
諜
梛
口
論
離
墜
落
編
攣
郎

　
藤
三
郎
　
梁
三
郎
藤
兵
衛
甚
九
郎
治
部
　
新
三
郎

黒
川
（
花
押
）
罠
部
（
花
押
）
猪
介
（
花
押
）
孫
三
郎
兵
衛

月
臼
不
詳

　
三
上
郷
ノ
三
ケ
郷
起
請
幸
津
川
同
文

　
　
三
上
惣
代
　
但
馬
守
兼
綱
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
与
三
郎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
外
記
（
花
押
）

　
　
　
　
　
篠
原
惣
代

　
　
　
　
　
　
篠
原
又
二
郎
貞
安
（
花
押
）

　
　
　
　
　
行
合
惣
代

　
　
　
　
　
　
行
合
太
郎
四
郎
清
成
（
花
押
）

　
　
　
　
　
久
之
辺
　
　
　
　
三
上

　
　
　
　
　
　
矢
兵
衛
六
郎
　
　
九
郎
左
衛
門

　
　
　
三
上
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
大
谷
　
　
　
　
　
　
　
平
野

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
平
子
　
　
　
　
　
　
　
土
川

　
　
　
　
左
近
　
　
　
乙
女
　
　
三
郎
五
郎

　
三
郷
　
言
意
　
　
　
休
止
　
　
門
脇

　
　
　
　
九
郎
五
郎
　
藤
八
郎
　
急
騰

（
1
1
）
　
元
亀
三
年
三
月
十
七
罠
　
　
（
省
略
）

（
1
2
）

元
亀
三
壬
申
年
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
継
村
三
郷
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
了
恵
坊
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
順
光
坊
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
霊
仙
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
東
光
坊
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
笠
川

　
　
　
　
　
　
　
　
永
綱
（
花
押
）

　
（
8
）
（
1
0
）
の
二
通
に
は
日
付
記
載
が
な
い
。
（
1
）
の
三
月
一
四
日
付
起
請

文
は
、
久
保
村
三
代
、
出
庭
蔵
代
、
馬
長
、
年
行
事
等
六
名
が
署
判
し
て
い

る
。
起
請
文
の
差
し
出
し
を
命
じ
た
同
年
正
月
二
三
日
付
佐
久
間
信
盛
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
宛
名
は
「
南
郡
高
野
庄
坊
主
中
・
地
士
長
等
中
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
⑥

ら
、
右
の
久
保
・
出
力
村
は
奉
書
の
命
令
を
遵
守
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
同
時
に
出
庭
郷
内
の
村
落
構
造
を
反
映
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

、
つ
。

　
（
9
）
は
幸
津
川
村
の
地
胆
層
を
中
心
に
差
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
藤
井

宗
次
を
は
じ
め
と
し
花
押
を
書
い
て
い
る
者
一
〇
名
、
そ
の
内
八
名
が
有
姓

で
幸
津
川
村
の
主
導
的
な
地
侍
と
考
え
ら
れ
る
。
西
正
虎
は
、
西
孫
三
郎
の
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⑦

一
族
と
思
わ
れ
る
。
二
六
名
連
署
し
て
い
る
が
幸
津
川
村
に
於
け
る
個
々
の

身
分
階
層
等
は
不
明
で
あ
る
。
天
正
一
九
年
置
一
五
九
一
）
の
村
高
一
四
三

　
　
⑧

七
石
余
か
ら
推
し
て
右
の
二
六
名
は
幸
津
川
村
の
上
層
に
属
す
る
人
々
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
1
0
）
は
三
上
三
ケ
郷
聖
代
の
地
胆
層
を
申
心
に
二
〇
名
が
署
判
し
て
い
る
。

三
上
の
大
谷
は
、
三
上
神
社
社
家
大
谷
氏
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
こ
の
起
請
文

に
は
全
起
講
文
の
な
か
で
唯
一
女
性
の
「
乙
女
」
が
署
算
し
て
い
る
。

ハ
、
勝
部
神
社
文
書

　
「
勝
部
神
社
文
書
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
三
月
一
九
日
、
同

二
四
日
付
の
二
通
で
あ
る
。
二
通
と
も
『
栗
太
志
』
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
三

月
一
九
脚
付
の
も
の
は
大
谷
本
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
「
勝
部
神
社
文
書
し
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
原
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
『
野
洲
郡
史
』
は
触

れ
て
い
な
い
。
　
『
近
江
栗
太
郡
志
』
で
は
『
栗
太
志
』
を
引
用
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
右
の
二
通
は
『
郡
志
』
編
纂
以
前
に
散
降
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
二
通
の
み
神
社
に
残
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
尤
も
右
の
二
通
は
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
栗

太
志
』
に
は
「
其
嬉
々
二
勝
部
大
明
神
二
納
メ
タ
ル
起
請
文
ノ
写
シ
ト
テ
所

持
ス
ル
ヲ
写
シ
タ
ル
ナ
リ
」
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
勝
部
神
社
文
書
自
体

写
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
二
通
は
『
織
田
信
長
文
書
の

　
⑩
研
究
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
東
大
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
、
謄
写
本
或

い
は
原
本
の
何
れ
に
拠
っ
た
か
説
明
は
な
い
。
現
在
、
勝
部
神
社
に
こ
の
起

垂
準
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
確
認
は
し
て
い
な
い
。

　
起
請
文
に
署
判
し
た
何
れ
か
の
村
に
伝
来
し
た
写
本
を
写
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
『
栗
太
志
』
の
編
者
田
中
貞
昭
が
見
た
も
の
と
東
大
史
料
編

纂
所
が
使
っ
た
写
本
と
は
別
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
栗
太
志
』
で
は

三
月
一
九
日
付
起
羅
文
の
署
判
者
の
一
人
冨
田
徳
地
は
筆
軸
印
と
な
っ
て
い

る
が
、
「
勝
部
神
社
文
書
」
で
は
花
押
と
な
っ
て
い
る
。
単
な
る
誤
写
で
は

な
く
、
使
用
し
た
写
本
の
種
類
の
違
い
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
春
日
力
氏
所
蔵
文
審

　
三
月
一
七
日
付
の
こ
の
起
請
文
は
、
署
判
村
数
が
最
も
多
く
か
つ
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
谷
本
（
1
1
）
に
所
収
さ

れ
て
い
る
。
「
春
日
力
氏
駈
蔵
文
書
」
（
以
下
、
春
日
本
と
言
う
）
は
、
横
浜

市
鶴
見
区
在
住
の
春
日
悼
一
郎
氏
が
戦
前
故
郷
の
古
文
書
を
蒐
集
さ
れ
た
も

の
の
な
か
の
一
点
で
あ
る
。
『
滋
賀
県
史
』
、
『
近
江
栗
太
郡
志
』
と
も
に
駈

収
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
谷
本
に
の
み
所
収
さ
れ
て
い
る
。
春
日
本
は
軸
装
し

て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
春
日
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
時
に
軸
装
さ
れ
た
の
か
、

或
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
善
立
寺
の
恵
空
が
雷

う
よ
う
な
巻
子
装
の
状
態
は
早
く
か
ら
壊
れ
、
一
通
毎
に
散
画
し
た
の
で
は
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な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
春
日
本
を
掲
げ
る
が
、
前
書
は
大
谷
本
（
9
）

幸
津
川
村
の
も
の
と
同
文
故
省
略
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欲
念
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
入
道
浄
慶
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
し
浦
大
林
横
井
三
郷
惣
代

　
　
元
亀
三
年
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
惣
代

　
　
　
三
月
十
七
日
　
片
岡
善
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
恒
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
那
一
一
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
那
入
道
春
慶
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
五
郎
（
筆
軸
印
）
兵
へ
六
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
口
（
筆
軸
印
）
　
　
了
雲
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
西
（
筆
軸
印
）
左
近
五
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
お
か

　
　
御
両
三
人
　
　
　
孫
太
夫
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な

　
　
　
御
奉
行
衆
中
　
　
与
七
郎
（
筆
軸
印
）
左
門
太
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
御
陣
所

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
欲
賀
、
大
林
、
横
井
三
力
村
は
、
三
宅
・
金
森
の
隣
村
で
あ
り
、
ま
た
芦

浦
村
の
隣
村
で
あ
る
と
同
時
に
野
洲
郡
に
属
し
て
い
る
。
（
後
掲
図
参
照
と

通
の
起
請
文
に
野
洲
・
粟
太
両
懸
の
照
々
が
署
判
し
て
い
る
の
は
春
日
本
の

み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
横
井
」
は
位
置
を
確
認
で
き
な
い
が
「
横
江
」
の

誤
写
と
思
わ
れ
る
。
春
日
本
に
は
、
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
芦
浦
観
音
寺
が

三
郷
惣
代
と
し
て
署
判
し
て
い
る
。
ま
た
当
時
真
宗
寺
院
が
一
宇
も
存
在
し

な
か
っ
た
志
那
三
郷
（
志
那
・
志
那
中
・
吉
田
）
が
署
判
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
元
亀
の
請
文
」
の
性
格
を
分
析
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
言

え
る
。

ホ
、
そ
　
　
の
　
　
他

　
「
願
行
寺
文
書
」
、
願
行
寺
は
栗
太
郡
矢
倉
村
に
あ
り
石
仏
寺
と
も
呼
ば

　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
真
宗
寺
院
で
あ
る
。
願
行
寺
文
書
は
、
永
禄
二
年
六
月
五
日
付
木
下
秀

吉
・
細
川
藤
一
連
台
状
と
こ
の
元
亀
の
起
請
文
の
二
通
の
み
で
あ
る
。
前
者

は
寺
領
安
堵
を
求
め
る
た
め
の
明
ら
か
な
偽
文
書
で
あ
り
、
後
者
は
近
世
の

写
本
で
あ
る
。
何
故
、
願
行
考
に
元
亀
の
起
請
文
が
伝
来
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
次
に
署
判
の
と
こ
ろ
の
み
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
橋
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
橋
但
馬
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
頼
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
矢
倉
石
仏
両
郷
惣
代

　
　
元
亀
三
壬
申
年
　
　
三
淵
左
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
頼
（
花
押
）

　
　
　
　
三
月
廿
日
　
　
　
石
仏
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
仏
道
浄
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
野
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
六
左
衛
門
尉
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同

　
　
御
両
三
人

　
　
　
　
御
奉
行
中
　
其
外
五
ケ
村
百
姓
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
人

　
こ
の
起
講
文
に
は
全
署
判
村
落
の
う
ち
で
最
も
南
に
位
置
す
る
矢
橋
村
が

含
ま
れ
て
い
る
。
願
行
寺
文
書
は
、
春
日
本
に
つ
い
で
署
判
村
数
多
く
矢
橋
、

矢
倉
、
南
風
、
野
路
の
四
力
村
の
壁
代
と
「
其
外
五
ケ
村
百
姓
惣
代
拾
人
」

が
署
汚
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
矢
橋
常
頼
は
、
の
ち
に
江
戸
幕
府
に
召
抱
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
れ
た
旗
本
矢
橋
氏
の
一
族
と
思
わ
れ
る
。
黒
川
宗
綱
・
宗
明
は
、
新
宮
神

社
（
現
草
津
市
野
路
町
）
の
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の
棟
札
銘
に
現
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
黒
川
駿
河
守
宗
次
の
一
族
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
「
蓮
井
知
城
氏
所
蔵
文
書
」
、
こ
れ
は
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
と
『
守

　
　
⑳

山
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
県
史
』
、
『
郡
史
』
に
は
所
収
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
　
起
請
文
前
書
事
事

　
　
金
・
森
三
宅
両
城
江
出
入
、
内
通
之
事
、
堅
禁
制
悩
天
被
仰
出
、
謹
而

　
　
奉
畏
入
候
、
尤
外
≧
庭
面
入
内
通
之
者
有
之
候
ハ
・
、
見
隠
不
羽
隠
、

　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
三
綱

六
右
衛
門
尉

　
　
　
宗
明
（
花
押
）

南
笠
惣
代

　
治
田
信
勝
（
花
押
）

　
　
畢
速
御
注
進
可
申
上
候
、
万
一
当
郷
左
出
入
内
通
仕
候
ハ
・
、
六
親
惣

　
　
郷
中
共
、
御
成
敗
被
加
可
三
下
候
、
三
三
後
証
一
札
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜
田
惣
代

　
　
　
　
元
亀
三
年
　
　
　
　
富
田
河
内
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
綱
（
花
押
）

　
　
　
　
　
三
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
大
学
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
高
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
富
田
立
花

　
　
御
両
三
人
　
　
　
　
　
　
惣
百
姓
惣
代
（
略
押
）

　
　
　
　
御
奉
行

　
こ
の
起
請
文
の
み
書
出
・
書
止
文
言
は
他
の
も
の
と
異
っ
て
い
る
。
（
蓑

一
参
照
）
勝
部
神
社
本
心
月
一
九
日
付
起
請
文
の
署
判
者
と
は
違
い
、
富
田

肩
代
と
し
て
富
田
氏
、
富
田
立
花
両
村
の
惣
百
姓
苗
代
が
暑
証
し
て
い
る
の

み
で
、
勝
部
神
社
本
の
起
請
文
と
は
性
格
が
違
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
何

故
文
嘗
が
違
い
署
判
者
も
異
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
書
式
で
起

請
文
と
し
て
通
じ
た
の
か
否
か
等
の
疑
問
は
残
る
。

　
『
菓
太
志
』
所
収
文
書
、
『
栗
太
志
』
に
は
三
通
所
収
さ
れ
て
お
り
、
内

二
通
は
勝
部
神
社
本
と
岡
じ
も
の
で
あ
る
。
田
中
貞
昭
が
『
栗
太
志
』
を
編

纂
す
る
時
点
で
既
に
散
侠
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
原
本
を
筆
写
し
た
の
か
、

写
本
を
転
写
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
元
亀
四
年
六
月
二
一
日
付
起
請
文

は
、
紀
年
と
宛
名
が
著
し
く
異
っ
て
お
り
問
題
が
あ
る
。
参
考
の
た
め
次
に
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掲
げ
る
。　

　
敬
白
霊
社
上
巻
起
請
文
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
こ
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
（
マ
マ
）

三
三
再
拝
≧
≧
推
当
来
歳
□
者
元
亀
四
年
逡
三
者
癸
申
月
之
数
十
二
月
。

日
過
書
凡
三
百
五
十
×
ケ
二
男
定
吉
資
良
辰
請
求
心
中
添
。
上
者
梵
天

帝
釈
四
大
天
王
四
天
八
天
十
六
天
七
星
九
濯
廿
八
宿
下
者
堅
窄
地
神
内

海
外
海
龍
衆
龍
王
普
天
肇
土
道
陸
神
道
祖
神
三
十
番
神
東
方
降
三
世
明

王
南
方
軍
陀
利
夜
叉
明
王
西
方
大
威
徳
明
王
北
方
金
剛
夜
叉
明
王
中
央

大
日
大
聖
不
動
明
王
金
剛
雑
王
十
六
善
神
摩
利
支
尊
天
辮
財
天
女
大
黒

天
神
愛
染
明
王
伊
勢
天
照
皇
大
神
宮
熊
野
三
所
大
権
現
王
城
鎮
守
山
王

廿
一
社
祇
園
牛
頭
天
皇
北
野
天
満
大
自
在
天
神
賀
茂
下
上
大
明
神
御
霊

八
所
大
開
神
吉
田
諸
大
明
神
春
日
大
明
神
出
雲
大
社
別
而
者
愛
宕
山
四

所
権
現
惣
而
者
日
本
国
中
大
小
一
至
神
紙
仏
陀
曝
者
茂
神
関
東
守
護
神

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

伊
豆
箱
根
両
所
権
現
口
口
闘
神
三
嶋
大
明
神
冨
士
大
権
現
白
山
妙
理
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

権
現
九
万
八
千
軍
舐
請
臼
□
□
言
愛
宕
山
太
郎
坊
比
叡
山
次
郎
房
山
≧

嶽
々
諸
天
狗
八
万
四
千
諸
天
狗
か
部
類
春
望
悉
指
集
正
路
鑑
結
若
此
旨

　
　
　
（
マ
マ
）

私
曲
傍
口
番
飾
弓
之
恭
モ
弓
矢
ノ
冥
加
七
代
尽
今
生
者
白
癩
黒
癩
ノ
受

重
病
四
十
二
骨
節
ニ
シ
ミ
蓼
藍
四
千
ノ
毛
穴
平
入
子
々
孫
々
神
仏
二

（
マ
　
　
　
　
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

二
目
二
士
□
□
有
時
変
後
生
阿
鼻
禿
間
地
獄
堕
在
シ
テ
ロ
錐
経
未
来
永

劫
不
可
出
山
傍
芙
社
上
巻
起
請
文
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰
相

一兀

T
四
年
癸
酉
六
月
廿
一
口
H

　
　
　
　
（
マ
マ
）

河
村
五
介
殿
様

　
　
　
　
　
　
弘

長
慶
（
花
押
）

　
日
付
の
六
月
は
三
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
が
年
次
と
干
支
の
違
い
は
致
命

的
で
あ
る
。
宛
名
の
河
村
五
介
は
他
に
例
は
な
く
気
弱
で
あ
る
。
佐
久
間
か

稲
葉
の
家
臣
で
あ
ろ
う
か
。
誓
紙
文
言
は
水
木
本
の
翫
2
0
（
表
1
）
と
類
似

し
て
い
る
こ
と
か
ら
単
な
る
誤
写
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。

署
判
者
の
宰
相
長
慶
は
不
明
で
あ
る
が
、
臨
監
に
単
独
個
人
と
言
う
の
は
大

谷
本
（
2
）
の
出
庭
元
町
と
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
写
本
等
に
つ
い
て
そ
の
伝
来
や
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
何

れ
も
写
本
の
可
能
性
が
高
い
。
『
栗
太
志
』
の
な
か
で
雷
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
熊
野
牛
王
宝
印
に
記
さ
れ
た
も
の
や
大
谷
本
前
書
の
よ
う
に
熊
野
牛
王
の

裏
に
神
文
を
書
載
せ
名
前
割
判
血
判
を
し
た
と
言
う
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ

た
。
勝
部
神
社
へ
奉
納
さ
れ
た
状
態
を
見
た
と
思
わ
れ
る
一
番
古
い
賭
期
の

善
立
春
の
恵
空
で
さ
え
起
請
文
の
形
状
に
つ
い
て
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、

起
請
文
の
様
式
に
つ
い
て
は
一
書
も
触
れ
て
い
な
い
。
当
時
学
僧
と
し
て
知

ら
れ
た
恵
空
が
こ
れ
ら
起
請
文
が
熊
野
牛
王
宝
印
に
書
か
れ
た
も
の
か
否
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ニ
キ

を
全
く
記
し
て
い
な
い
こ
と
自
体
不
自
然
で
あ
る
。
「
三
十
五
十
ヲ
一
次
一

巻
」
に
し
た
も
の
が
大
谷
本
前
書
が
恋
う
「
巻
物
三
軸
」
で
、
こ
れ
は
『
滋

賀
県
史
』
が
言
う
「
六
十
余
通
」
で
あ
り
「
荷
郡
に
亘
っ
て
百
三
十
余
村
」
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か
ら
起
請
せ
し
め
た
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
本
来
の
か
た
ち
で
は
な
か
っ
た

か
。
起
請
文
一
通
に
つ
き
ニ
二
村
以
上
連
署
の
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
仮

に
六
〇
通
余
の
起
請
文
が
あ
れ
ば
右
の
一
三
〇
余
力
村
の
数
字
に
近
い
も
の

と
な
る
。
ま
た
、
水
木
本
は
二
五
通
が
一
巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
三
巻
あ
れ
ば

六
〇
通
余
の
数
字
に
近
く
な
る
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
右
の
よ
う
に
考
え

る
と
水
木
本
は
「
巻
物
三
軸
」
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

①
　
現
在
「
水
木
颪
箭
氏
所
蔵
文
書
」
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
て
い

　
る
。
整
理
中
の
た
め
閲
覧
の
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
　
　
『
近
世
入
汐
録
集
成
』
第
一
巻
、
地
域
裏
編

③
　
『
野
洲
郡
史
』
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
、
中
世
－

　
近
世
は
翌
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

④
　
『
滋
賀
県
史
』
編
纂
者
牧
野
信
之
助
は
、
県
史
編
纂
の
た
め
彪
大
な
謄
写
本
を

　
作
成
し
て
い
る
。
氏
の
史
料
採
集
の
姿
勢
か
ら
考
え
る
と
大
谷
本
の
よ
う
な
採
集

　
方
法
は
不
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
県
史
で
集
め
た
史
料
は
『
滋
賀
県

　
史
有
影
写
文
筆
』
と
し
て
滋
賀
県
立
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
　
「
福
正
寺
文
書
」

⑥
久
保
村
は
持
の
小
字
議
近
江
輿
地
志
二
二
』
五
二
責

⑦
　
　
『
鹿
苑
日
録
』
第
四
　
天
文
八
年
二
月
八
日
条
（
前
略
）
坂
本
昼
食
、
幸
津
川

　
西
面
三
こ
宿
所
中
食
、
五
菜
二
汁
（
後
略
）

⑧
天
正
一
九
年
四
月
二
三
日
付
豊
匝
秀
吉
朱
印
状
写
（
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵

　
「
大
谷
雅
彦
氏
所
蔵
文
書
」
）

⑨
『
近
江
栗
太
郡
志
』
巻
二
、
二
七
～
三
〇
頁

⑩
奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
、
五
〇
七
～
九
頁

⑪
　
横
井
は
「
横
江
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
元
亀
二
年
卯
月
「
伊
岐
代
御
祭
礼
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
高

　
上
帳
」
に
「
弐
貫
百
文
　
御
供
頭
　
大
門
在
家
方
ヨ
リ
」
と
あ
り
横
江
村
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
江

　
を
確
認
で
き
る
。
（
『
近
江
菓
太
郡
二
心
』
巻
五
、
四
七
＝
貝
）

⑫
継
近
江
輿
地
志
略
書
費
署

⑬
『
七
二
政
重
修
諸
家
譜
』
九
巻
二
七
四
頁

⑭
『
草
津
市
史
』
一
巻
六
九
一
頁

⑯
奥
野
高
広
前
掲
書
五
＝
頁

⑬
『
守
山
市
史
』
下
巻
一
四
六
頁

⑰
　
　
『
野
洲
郡
史
』
六
三
五
～
四
七
頁

亘
　
水
木
文
書
の
分
析

　
水
木
本
一
巻
二
五
通
の
起
請
文
と
他
の
写
本
の
も
の
を
日
付
順
に
配
列
し

た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
村
名
は
人
名
の
肩
書
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

ま
た
太
閤
検
地
以
前
の
村
名
で
あ
る
た
め
位
置
の
確
定
が
難
し
い
も
の
も
あ

る
。
従
っ
て
村
数
は
確
定
数
で
は
な
い
。

　
署
判
者
は
署
判
の
有
無
を
問
わ
ず
全
署
判
者
数
で
あ
る
。
た
だ
し
水
木
本

は
写
真
不
鮮
明
な
た
め
、
殊
に
牛
王
宝
印
の
裏
に
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
正
確
な
数
字
と
は
使
え
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
置
き
た
い
。
便

宜
上
、
水
木
本
二
五
通
と
他
の
写
本
一
七
通
を
あ
わ
せ
て
四
二
通
を
一
括
し

て
検
討
す
る
。

　
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
正
月
二
三
日
、
佐
久
間
信
盛
は
近
江
南
郡
高
野

坊
主
・
地
士
長
等
へ
対
し
金
森
・
三
宅
の
一
揆
に
内
通
し
な
い
よ
う
に
命
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

起
請
文
の
提
出
を
命
じ
た
。
こ
の
年
は
閏
正
月
を
含
む
こ
と
か
ら
発
令
か
ら
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表1

1

ハ
0
7
8
Q
》
0
1

　
　
　
　
1
1

2
3
4
5
6
7
8
9

1
1
1
1
1
1
1
1

0
1
2
2

年　月　日

元亀3年3月5日

3　・14

3・16
3　・16

3　・　17

3・17

3・17
3　・17

3・18

3・18
3　・　19

3　・19

3・工9

3・19
3　・　19

3・19
3　・　19

3　・　19

3　・19

3　・20

3　・20

村 名

桜生，福林寺

久保：，出庭

上笠

渋用

欲賀，芦浦，大林，

横井，片岡，志那三

郷

驚
鈎

立入

寓田，井口

富田，井口，乙穴

富田，井口，水保

野田

井口

乙原

西河原

六条

播磨田，中野，荒

見下，北

矢橋，矢倉，野路，

南笠

署判者

2名

書　出　文　言

6
4
0
3

　
　
1
1

1
3
1
4
3
（
b

　
　
1

6
7
4
3
3
3
2
1

　
　
　
　
　
　
　
1

9
ρ
0

1

敬白天罰粟社起請文

之事

金森三宅去年御懇望

　　　　tt

　　　　’ノ

敬自天罰英社起請文

之事

金森三宅去年御懇望

　　　　n

敬白天認霊社起証文

前書之隻

金森箪宅去年御懇望

tt

tt

tl

tl

tl

tl

敬白二三起請文事

金森三宅去年御懇望

書　止　文　言

御町長：肥汁者也，｛乃

如件

傍諸状如件

　　n

　　tt

御罰深厚可罷蒙者也

傍請状如件

　　’ノ

御野深厚可罷蒙者也

伍請状如件

tt

tt

tt

tt

tt

n

二二社起請文三脚

傍請状如件

王
印
牛
宝

「
我
心
」

o

o

o

o

宛 名 典

御両三人御奉行中

tt

tt

　　　tl
御爾三人御奉行衆中

御両三入御上使中

御両三人御奉行中

御爾三人御奉行中

’ノ

tt

tr

tt

tt

tt

tt

御両三人御奉行□

　　　tt

水木直籠氏所蔵文書

大谷氏所蔵謄写本

水木直箭氏所蔵文書

　　　　tt

春日力氏所蔵文書

大谷氏所蔵謄写本

　　　tt
水木直江氏所蔵文書

　　　　’ノ

大谷氏所蔵謄写本

勝部神社文書

水木直箭氏所蔵文書

大谷民所蔵謄写本

水木直箭氏所蔵文書

　　　　tt
tt

tt

It

tt

水木直箭氏所蔵文書

願行寺文書

（
e
q
e
q
H
）
　
N
σ
q
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3　・　21

3・21

3　・21

3　・21

1
1
3
4

2
2
2
2

0
り
3
3
3
3・25

3　・25

3　・　25

3　”25

3　・28

3　・　28

3　・28

　　　　4・7
　　　　［］・21

元亀4年6月21日

年月　日不詳
　　　ノノ

ts

富田，立花

安治，木部

今浜

吉地

比留田

津田，さN原

駒井沢，集，新堂，

大萱，穴

笠原，中村，北

杉江，中野

杉江，中野

金勝

幸津川

絡村三郷，霊仙寺，

笠川

三上庄

三上，篠原，行合，

久之辺

南佐久良，北佐久良，

三上庄

3
8
3
13
4
5
n
δ

　
　
4
1
15

6
7
2
1

　
5

6
丞
ム

2

　2
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　1

F
◎
n
V

4
25

起請文前書之寡

金森三宅去年御懇望

　　　　’ノ

敬白天罰芙社上巻起

請文前書事

敬白天窮霊社起証文

夏

〔請文之骨
壷白天蜀昊社起請文

前書之事

金森三宅去年御懇望

敬白天認昊社起請文

前書事

　　　　tt

金森三宅虫年御懇望

敬白霊社上巻起誌文

之瑛

為其後証一札如件

勿請状如件

可被加御成敗候者Ul

働前害娼件

傍霊社上巻請文如件

御蜀深厚可罷蒙者也

御隠深厚二可蒙罷□

者也，θ蜘件

傍聞社〔二＝コ

御認深厚可蒙罷候者

也，傍訓一

働請状如件

切前書二二

御器深厚二二蒙者門

崎請状事件

［二四件

傍芙社上巻起請文如

件

o

o

o

o

o

o

o

御両三人御奉行

　　　’ノ

御両三入御奉行衆

御両三入御奉行中

御両三人御奉行中

n

御両三二二奉行中

　　　ft
御両三人口奉行中

御両箋人御奉行申

河村五介

御両三入御奉行中

遣井知城氏所蔵文書

水木颪箭氏所蔵文雲

　　　　tt
tt

大谷氏所蔵謄写本

　　　　st

水木直箭氏所蔵文書

勝部神社文書

水木直箭氏所蔵文書

lt

tt

　　　　tt

水木直箭氏所蔵文書

大谷氏所蔵謄写本

　　　n

水木愚論氏所蔵文書

　　　tl
「栗太志」巻12

水木直筋氏所蔵文書

大谷氏所蔵謄写本

tl

（。っ
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図　「起請文」に現われる村
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元亀の起諮文について（藤田）

褒韮

網 1村数｛ 村 名

野
洲
郡

栗
太
郡

野洲町

中主町

守山市

栗東町

草津市

8

10

19

7

14

桜生・購原・麟寺・三上村・内・，三罐購合・現禰久之1

辺，南佐久良，北佐久良

井口，乙穴（1），野田，乙原，西河原，六条，吉地，安治，木部，比留田

圃賀，大林，横井，立入，播磨圏，伏野，荒見下，水保，立花，今浜津

田（服部村ノ内），中野，北，さ」原，杉江，笠原，中，寓田，幸津川，山賀②

久保：（辻村ノ内），出庭，鈎，金勝，維村三郷③，霊仙寺，笠川

上州，芦浦片岡，志那三郷（3），矢橋，矢倉，野路三笠，駒井汎集，

新堂，大萱，穴，上笠

58

註｛1｝

　（2｝

　｛3）

乙穴は，「乙窪」のことである。（天正19年4月23日豊臣秀吉朱印状など）

暑名には現われないが，端裏書に「山賀□名主ノ起請文」とある

田村三郷，志那三郷とも一村として計算した

蓬田

1力村
2

3

4

5

6

不　明

17通
8

5

3

1

1

7

表lv

1～5名

6～10名

11～15名

16～20名

21～3Q名

31～40名

41～50名

51～60名

21通
9

5

2

1

0

3

1

1　42

　
凝
霜
村
名
を
現
在
の
行
政
区
域
に
従
っ
て
分
け
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

野
洲
郡
三
七
力
村
、
栗
太
郡
一
三
カ
村
合
計
五
八
力
村
で
あ
る
。
地
理
的
に

は
蒲
生
郡
境
の
野
田
村
か
ら
栗
太
郡
南
笠
村
ま
で
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
。
富
田
、
井
口
、
杉
江
等
の
よ
う
に
二
回
以
上
現
わ
れ
る
村
落
も
あ
り

起
請
文
数
に
対
す
る
実
数
で
は
な
い
。
後
に
述
べ
る
が
牛
王
宝
印
の
裏
に
書

か
れ
た
も
の
の
な
か
に
は
村
名
記
載
が
な
い
も
の
が
あ
り
晶
群
的
で
あ
る
。

連
署
の
場
合
は
庄
園
内
の
村
落
が
連
署
し
て
い
る
も
の
（
大
谷
本
）
と
更
に

広
い
地
域
を
含
め
た
も
の
が
あ
る
。
（
春
日
本
、
願
行
寺
文
書
）
　
起
請
文
を

起
請
文
の
提
出
ま
で
約
三
ケ
月
を
要
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
頃
の
織
田
軍

は
浅
井
攻
略
に
廻
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
か
比
較
的
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

　
　
②

で
あ
る
。
桜
島
・
福
林
寺
を
別
と
す
る
と
大
体
三
月
中
旬
に
差
出
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、
三
月
一
九
艮
付
九
通
、
同
二
一
日
付
六
通
と
な
り
、
一
七
日
か

ら
一
二
日
の
五
日
間
に
二
三
通
と
約
半
数
が
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
翫
3
7
の

三
上
庄
の
よ
う
に
四
月
七
日
に
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
傾
向
的
に

は
三
月
の
も
の
が
三
六
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
く
三
月
が
差
出
期
限
で
あ

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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酪
田
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知
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田

浦
夢
暑
嶺

φ
　
黛
珊
醤

型
録
笏
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鞍
層
蝋
睡
曽
汁
彫
り

冷
　
醸

誰
麟
国
湊

桝
　
旨

㎏
b
噂
写
照
”
識
吟

轟
欝
》
油
、
担
露
”
詩
爵
》
海

蒔
鞍○○○○oo○ooooo
暴
言○○○○○○○

却
豊

○○oo

際
儒

悲
罠
》
二
尊
爆
”
戴
、
驚
藩
矯
昨
函
囎
蚤
幽
澱
悪
知
繭
”
鰍
嬉
一
…
》
隊
畷
爆

警
　
臨

激
叢
強
譲
渠
講
蟷
層

瞬
田
篭
蕊
哨
聖
當

田
気
嵩
薗
藁
臨
熱
讃
”
創
タ
自
警
”
瀞
田
愈
醸

φ
薄
繭
齢
詔
聾
辮
跳

痴
蕪
臭
騨
礒
誹
蔑
隔
り
藩
転
石
翻
今
”
図
母
肖
冴
雲
”
錨
汁
番
湘
♪
享
Q
。
鹸

『
鋳
麟
”
颪
ま
麟

頃
b
隣
珍
潜
》
興
理

偉
調
墳
嶺
謹
”
“
田
番
曽
単
動
噛
熱
強
×
B
婁
無
搬
．

暑
訟
．
暴
U
”
玲
滑
自
爆
翼
”
翻
転
田
富
淋
翻
雌
簿

哉
恥
丹
嶺
彊
猫
［
い
薄
謁

差
し
出
し
た
村
落
を
示
し
た
も
の
が
次
の
図
で
あ
る
。

　
表
H
で
見
た
よ
う
に
野
洲
郡
内
が
多
く
、
現
在
の
守
山
市
内
の
村
落
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
兵
主
神
社
、
小
津
神
社
、
勝
部
神
社
、
御
上

神
社
、
大
宝
神
社
、
画
品
志
呂
神
社
等
式
内
社
周
辺
村
落
が
多
い
こ
と
も
目

に
つ
く
。

　
署
判
村
落
数
の
傾
向
は
表
選
の
と
お
り
で
一
力
村
の
み
の
場
合
が
多
い
。
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元亀の起請文について（藤田）

上
笠
、
渋
川
、
出
航
、
鈎
、
立
入
、
野
田
、
井
口
、
洲
原
、
西
河
原
、
六
条
、

砂
浜
、
吉
地
、
比
留
田
、
金
勝
、
幸
津
川
、
三
上
庄
の
一
六
力
村
で
あ
る
。

地
域
的
な
特
徴
は
な
く
寧
ろ
そ
の
村
の
置
か
れ
た
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
表
－
翫
3
7
（
以
下
、
衷
1
を
略
し
晦
3
7
の
み
と
す
る
）
三
上
庄
は

「
三
上
庄
」
と
し
て
署
判
し
て
い
る
た
め
翫
4
1
・
4
2
の
も
の
と
は
署
判
主
体

が
異
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
翫
5
で
は
志
那
庄
、
法
会
庄
、
湯
生
皮
に
属
し
た
事
々
が
署
判
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
に
対
し
、
配
2
9
で
は
駒
井
庄
五
力
村
の
み
が
署
判
し
て
い
る
。
起
請
文
を

連
署
す
る
時
点
で
の
粛
々
の
相
互
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

知
る
上
で
興
味
深
い
。

　
次
に
署
判
者
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
署
判
者
の
員
数
は
と
も
か
く
、

署
判
者
の
有
姓
か
無
姓
、
花
押
か
略
押
、
或
い
は
筆
軸
印
を
捺
し
て
い
る
等

の
問
題
は
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
性
格
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

署
判
者
数
の
傾
向
を
示
し
た
も
の
が
表
W
で
あ
る
。
五
名
未
満
の
も
の
が
圧

倒
的
で
、
一
〇
名
未
満
の
も
の
は
全
体
の
七
割
に
近
い
三
〇
通
も
あ
る
。
一

名
の
み
の
も
の
は
既
述
の
大
谷
本
（
2
）
の
「
出
庭
元
重
」
と
『
栗
太
志
』

所
収
の
「
宰
相
長
優
」
と
水
木
本
翫
2
5
の
「
吉
地
村
」
で
あ
る
。
「
吉
地
村
」

と
の
み
署
名
し
て
い
る
の
で
村
襖
越
の
意
味
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
単
な

る
写
し
の
可
能
性
も
あ
る
。
署
判
者
四
〇
名
以
上
の
も
の
は
翫
2
8
・
3
4
・
3
8

・
4
0
の
四
通
で
そ
の
何
れ
も
が
水
木
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
有
姓
の
者
は
少

な
く
無
姓
が
多
く
署
判
者
の
階
層
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
並
判
老
に
は
「
村
惣
代
」
と
し
て
署
判
し
て
い
る

場
合
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
「
村
論
議
」
と
し
て
花
押
を
書
い
て

い
る
も
の
と
略
押
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
V
で
あ
る
。

左
端
の
数
字
は
便
宜
上
表
1
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
地
域
的
な
特
徴
は

見
ら
れ
な
い
。
「
村
惣
代
し
が
花
押
の
場
合
は
村
の
重
代
と
し
て
個
人
名
が

書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
翫
2
1
の
矢
橋
惣
代
矢
橋
但
馬
守
常
頼
、
矢
倉
石

仏
両
郷
惣
代
三
淵
左
近
将
監
国
頼
、
翫
2
4
の
今
浜
惣
代
今
江
源
衛
門
並
吉
秀
、

今
江
備
前
秀
清
、
今
江
源
五
定
重
な
ど
の
よ
う
に
地
面
層
と
思
わ
れ
る
人
物

が
村
の
惣
代
と
し
て
署
判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
村
の
惣
代
と
し

て
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
麿
敬
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
「
村
惣
代
」
が
略
押
の
場
合
は
、
例
え
ば
翫
4
の

「
渋
川
惣
代
（
略
押
）
」
、
翫
1
4
の
「
野
田
惣
代
（
略
押
）
」
と
欝
う
か
た
ち
で
署

隠
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
惣
代
が
略
押
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に

有
姓
の
者
が
連
署
し
て
い
る
。

　
（
4
）
元
亀
三
　
　
し
ふ
川
惣
代
（
略
押
）

　
　
　
　
一
二
月
十
六
日
　
　
駒
井
与
丘
ハ
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
次
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
甚
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
一
（
花
押
）
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三
郎
二
郎

　
　
貞
勝
（
花
押
）

　
（
以
下
六
名
略
）

　
（
7
）
元
亀
三
年
　
ま
か
り
重
代
（
略
押
）

　
　
　
　
三
月
十
七
日
　
堀
池
伝
介
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
七
丞
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎
喜
兵
衛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
衛
三
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
六
名
略
）

　
駄
1
4
の
野
田
村
、
翫
1
9
の
播
磨
田
村
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
花

押
と
略
押
の
違
い
に
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も

村
単
位
と
し
て
差
し
出
し
を
命
じ
ら
れ
た
起
請
文
の
署
判
に
村
の
代
表
者
と

し
て
の
「
村
惣
代
」
が
略
押
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
該
村
落
の

村
落
主
導
層
の
構
成
に
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
「
村
惣
代
」
が
略
押
の
場

合
は
、
そ
の
保
証
機
能
を
分
担
す
る
上
か
ら
有
姓
の
地
侍
層
と
考
え
ら
れ
る

人
々
が
署
判
を
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
起
請
文
の
書
出
文
言
・
書
止
文
言
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

以
下
の
三
例
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（イ）

「
敬
白
天
鶴
梁
社
起
講
文
之
事
」

　
書
出
し
が
「
敬
白
天
羅
実
社
起
請
文
学
事
」
で
始
ま
る
も
の
は
「
御
罰
長

罷
蒙
者
也
、
働
如
件
」
（
翫
1
）
で
終
る
。
④
に
属
す
る
も
の
は
晦
1
．
5

・
1
！
・
2
0
・
2
5
・
2
9
・
3
4
・
3
5
・
3
9
の
九
例
で
あ
る
。
次
に
水
木
本
三
月
二

一
日
付
（
翫
2
5
）
起
請
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
敬
白
天
罰
突
社
上
巻
起
請
文
前
書
事

　
　
金
森
・
三
宅
爾
郷
へ
出
入
、
内
通
不
可
仕
候

　
　
通
被
仰
聞
砕
、
去
年
以
来
彼
両
郷
江
出
入

　
　
不
仕
候
、
猶
以
向
後
出
入
内
通
一
切
二
不
可

　
　
三
悪
、
自
然
当
郷
之
内
二
出
入
内
通
懸
者

　
　
御
座
平
着
、
難
為
縁
者
親
類
、
見
隠
不

　
　
霧
隠
、
御
注
進
可
申
上
薬
問
、
．
右
之
科

　
　
人
何
様
二
も
可
被
絶
戸
成
敗
候
、
少
も
野
拙

　
　
可
申
事

　
　
右
此
旨
意
私
曲
有
之
者
、
添
，

　
　
　
　
（
上
）
　
　
（
講
文
）

　
　
［
口
巻
起
□
口
罰

　
　
［
U
可
罷
走
者
也

　
　
如
件

　
　
元
亀
参
年
粧
三
月
廿
一
日
　
　
吉
地
村
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元亀の起請文について（藤田）

　
　
　
（
宛
名
欠
ク
）

　
こ
の
書
式
の
起
請
文
の
特
徴
の
一
つ
は
峰
岸
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
我
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
奉
願
御
本
尊
」
と
言
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
1
を
見

て
分
る
よ
う
に
「
我
心
」
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
南
5
・
1
1
・
9
2
・
3
0
・
3
2

・
3
4
・
3
5
の
七
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
晦
3
0
を
除
外
す
る
と
六
例
ま
で
が
④

の
書
式
で
あ
る
。
翫
3
0
は
前
欠
で
あ
る
が
、
本
来
④
の
書
式
の
起
請
文
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
起
請
文
は
神
仏
に
対
し
嘘
・
偽
り
等
を
犯
さ
な
い
旨
を
誓
う
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
④
型
の
起
請
文
に
「
我
心
」
云
々
の
文
雷
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
「
元
亀
の
起
請
文
」
全
体
を
考
え
て
行
く
上
で
余
り
積
極
的
な
意

味
を
持
つ
と
は
考
え
に
く
い
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
晦
5
の
志
那
三
郷
に
は

真
宗
寺
院
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
④
型
起
請
文
に
他
の
村
々

と
連
署
し
て
い
る
。
こ
れ
は
起
請
文
を
差
し
出
す
村
落
の
内
部
構
造
と
村
落

間
の
相
互
的
な
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
④
の
書

式
は
厳
密
に
は
「
起
請
文
之
事
」
（
晦
1
・
5
・
2
0
・
2
9
）
と
「
起
請
文
前
書

之
事
」
（
晦
1
1
・
3
2
・
3
4
・
3
5
）
及
び
「
上
巻
起
講
文
前
書
」
（
翫
2
5
・
3
9
）

の
三
種
類
あ
る
。
「
起
請
文
」
と
「
起
請
文
前
書
」
で
は
意
味
が
異
る
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

わ
れ
る
が
、
　
こ
こ
で
は
留
保
す
る
。
な
お
、
「
上
巻
起
請
文
」
は
二
例
と
も

署
判
者
一
名
で
あ
る
。

（瓢）

「
金
森
三
宅
去
年
御
懇
望
」

こ
の
書
式
の
も
の
は
一
七
例
あ
り
、
内
一
例
を
除
く
全
て
の
書
止
文
雷
は

「
傍
回
状
如
件
」
で
あ
る
。

次
に
水
木
本
三
月
二
一
日
付
（
翫
2
3
）
の
も
の
を
掲
げ
る
。

　
　
　
（
端
摂
書
）
（
木
ロ
カ
V

　
　
　
　
　
「
□
□
□
□
　
請
状
実
書
」

　
金
森
・
三
宅
去
年
御
懇
望
之
筋
目
依
致

　
相
違
、
彼
両
町
へ
出
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
衛
士
、
簸

　
前
以
起
請
文
申
上
、
重
出
入
内
通
之
猛
禽

　
有
之
者
、
錐
為
縁
者
親
類
、
見
隠
不
間
隠
、
御

　
注
進
可
申
上
候
、
万
一
自
三
郷
出
入
、
内
通
之

　
老
、
従
何
方
聞
召
被
出
次
第
、
六
親
惣
郷
中
共
二
、

　
可
被
加
御
成
敗
候
者
也
、
伽
請
状
如
件

　
　
元
亀
三
三
月
廿
一
日

安
治
宮
代
（
花
押
）

木
口
敵
兵
（
賂
押
）

安
治南郎
衛
門
（
花
押
）

同
・
田
郎
左
衛
門
（
花
押
）

同

藷
（
花
押
）

129 （129）



御
両
三
人

　
　
御
奉
行
中

木
p－木
郎
‡
郎
（
筆
軸
印
）

同窓
圭
・
郎
（
筆
軸
印
）

岡
左
衛
閉
峯
郎
（
筆
軸
印
）

ま
い
る

　
こ
の
書
式
の
特
微
は
、
一
通
に
対
す
る
署
判
村
数
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

複
数
の
場
合
で
も
殆
ん
ど
隣
接
村
落
で
あ
り
、
翫
2
1
の
み
例
外
で
あ
る
。
傾

向
的
に
は
隣
接
村
落
間
で
署
判
ず
る
か
単
独
で
署
判
ず
る
か
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
る
。
（
表
1
、
図
参
照
）

、
偶
然
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
或
い
は
⑭
書
式
で
は
こ
の
よ
う
な
か
た

ち
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
検
討
を
要
す
。
書
止
文
欝
が
示
す
よ
う

に
こ
の
起
請
文
は
「
請
書
」
で
あ
っ
て
、
正
月
二
三
日
付
佐
久
間
信
盛
奉
書

に
対
す
る
「
請
書
」
と
し
て
の
み
意
味
が
あ
る
も
の
と
君
散
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
前
に
掲
げ
た
安
治
・
木
部
両
村
か
ら
の
起
請
文
の
端
裏

に
は
「
請
状
実
雷
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ω
書
式
の
も
の
と
は
性
格

を
異
に
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
そ
の
起
請
し
た
意
味
自
体
が

異
る
の
で
は
な
い
か
。
権
力
の
要
請
に
基
き
一
向
一
揆
に
内
通
し
な
い
旨
を

神
仏
に
誓
う
こ
と
と
、
一
味
内
通
し
た
時
成
敗
さ
れ
る
と
雷
う
こ
と
に
対
し

請
書
を
出
す
こ
と
と
は
そ
の
行
為
自
体
が
違
う
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
は
一
六
世
紀
後
半
の
近
江
の
村
落
構
造
と
一
向
宗
門
徒
の
展
開
過
程

に
関
わ
る
問
題
と
言
え
る
。
翫
1
1
・
1
2
の
三
月
一
九
日
付
起
請
文
は
、
右
の

問
題
を
解
く
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
次
に
二
通
と
も
例
示
す
る
。

　
（
α
－
N
B
－
）
　
敬
白
天
罰
霊
社
起
証
文
前
書
之
蔓

　
　
一
、
金
森
・
三
宅
江
出
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
蔓

　
　
　
右
之
両
城
江
自
然
鉄
入
塾
輩
在
之
者
、
任
御
高
札
之
旨
、

　
　
　
難
為
六
親
、
見
隠
不
聞
知
、
御
注
進
可
申
上
蔓

　
　
（
一
、
脱
力
）

　
　
　
万
一
従
当
郷
出
入
内
通
慰
籍
、
聞
召
於
早
出
者
、
親
類
・

　
　
　
惣
中
共
、
可
被
加
御
成
敗
旧
事

　
　
　
　
（
此
脱
力
）

　
　
　
右
旨
焚
偽
書
、
野
心
二
奉
願
御
本
尊
井
霊
宮
阜
証
文
之
御

　
　
　
罰
、
深
厚
可
罷
評
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
入
道

元
亀
三
年
三
月
十
九
日

　
　
宗
林
（
略
押
）

井
口
入
道

　
　
徳
林
（
略
押
）

同
薪
左
衛
門

　
　
吉
長
（
略
押
）

井
口
嶺
目
斎

　
網
曳
憎
憎
盛
（
略
押
）
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元亀の起請文について（藤田）

御
両
三
人

　
　
御
奉
行
中
ま
い
る

井
口
新
兵
衛
尉

　
　
　
　
宗
秀

同
六
郎
丘
沿
衛
一
尉

　
　
　
　
長
弘

（
α
9
自
N
－
）

金
森
・
三
宅
去
年
御
懇
望
之
筋
匿
依
致

相
違
、
彼
両
雄
へ
出
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
之
旨
、

飯
前
以
起
請
文
申
上
訴
、
若
出
入
内
通
之

輩
於
在
番
者
、
難
為
縁
者
親
類
、
見
隠

　
不
霧
隠
、
御
注
進
可
算
上
歯
、
万
一
自
立
重

出
入
内
通
之
者
、
従
何
方
紅
梅
被
出
次
第

　
六
親
物
心
郷
中
共
二
、
　
可
晶
似
顔
御
成
基
数
融
着
也
、
働

請
状
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
林
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
口
嶺
月
読

（
元
亀
）

至
善
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
盛
（
花
押
）

　
　
　
三
月
十
九
日
　
　
乙
穴
立
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
林
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
ロ
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口
薪
兵
衛

　
　
御
両
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
御
奉
行
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
新
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
同
六
郎
丘
ハ
虚
衛
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
雲
（
花
押
）

　
晦
1
1
は
「
勝
部
神
社
」
本
で
書
式
は
ω
で
あ
る
。
翫
1
2
は
水
木
本
で
雷
式

は
㈲
で
あ
る
。
署
判
者
は
と
も
に
六
名
で
あ
る
が
、
晦
1
2
で
は
順
序
が
入

れ
替
り
か
つ
晦
1
1
で
は
花
押
略
押
も
な
い
井
口
宗
秀
、
同
長
弘
は
と
も
に
花

押
を
書
い
て
い
る
。
水
木
本
で
は
井
口
嶺
月
斎
山
盛
の
上
に
加
筆
と
思
わ
れ

る
「
乙
穴
惣
代
」
と
言
う
文
書
が
書
か
れ
て
い
る
。
井
口
撫
切
に
か
か
る
の

か
次
の
井
口
徳
林
に
か
か
る
文
言
か
判
定
し
が
た
い
。
「
勝
部
神
社
本
」
で

は
「
井
口
嶺
目
斎
先
惣
代
浄
盛
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
乙
穴
三
代
」

を
「
先
惣
代
」
と
誤
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
「
嶺
目
斎
」
は
「
嶺
月

斎
」
の
誤
読
と
思
わ
れ
る
。

　
同
一
署
判
者
が
同
一
日
付
で
二
通
の
、
し
か
も
書
式
が
異
る
文
書
を
同
一

入
へ
宛
て
差
し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
右
に
述
べ
た
④
と
㈲
の
書
式
で
は
意
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図
す
る
も
の
が
別
で
あ
っ
た
た
め
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
の
か
、
或
い
は
④

と
㈲
の
二
つ
の
書
式
を
も
っ
て
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
型
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
の

か
、
何
れ
か
に
拠
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
富
田
．
井
口
は
翫
1
3
で
水
保
と
連
署
し
、
富
田
は
更
に
晦
2
2
で
立
花
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

連
署
し
差
し
出
し
て
い
る
。
起
請
行
為
の
目
的
と
意
識
の
相
違
に
よ
り
署
判

主
体
は
変
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
起
請
の
目
的
と
す
る
も
の
に
よ
り
意
識
的

に
書
式
を
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（ハ）

そ

の

他

　
翫
2
0
と
2
2
の
二
例
の
み
で
、
前
者
は
牛
王
宝
印
の
蓑
に
書
か
れ
て
い
る
。

後
者
は
四
二
例
中
唯
一
書
出
・
書
止
文
言
と
も
異
っ
て
い
る
。
（
「
蓮
井
知
城

氏
所
蔵
文
書
」
前
節
爾
既
掲
）
「
起
請
文
前
書
之
事
」
で
始
ま
る
こ
と
か
ら

最
後
に
は
神
文
と
牛
王
宝
印
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
起
請
文
は

富
田
．
立
花
と
の
連
署
で
あ
る
が
、
翫
1
1
・
1
2
の
署
判
者
と
は
全
く
異
っ
て

い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
起
請
行
為
の
目
的
の
相
違
に
拠
る
も
の
で
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
書
式
に
は
二
通
り
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
な
お
「
元
亀
の
起
時
文
」
の
性
格
を
特
定
す
る
に
は
充
分
な
検
討
を
要

す
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
「
牛
王
宝
印
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
二
例
中
鷺
か
四
例
（
翫
1
・

20

D
2
8
．
3
1
）
の
み
で
全
て
水
木
本
で
あ
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真

帖
は
不
鮮
明
で
、
し
か
も
牛
王
宝
印
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
判
読
不
可

能
な
箇
所
が
あ
る
。
誤
読
の
虞
れ
も
あ
る
が
次
に
翫
2
8
三
月
二
三
日
付
の
も

の
を
例
示
す
る
。

【
　
　
　
　
（
前
欠
）
（
カ
）
　
　
　
…

□
大
小
神
気
地
蔵
菩
薩
陀
三
口
菩
薩
目
三
千
鬼
神
是
神
権
徳
神
井
□
神

広
也
、
神
六
百
五
十
四
神
大
回
□
母
大
王
［
　
　
口
権
現
四
神
明
神
大

郎
房
九
億
四
万
三
千
四
百
九
十
軍
神
毘
沙
門
天
王
告
祥
天
女
弾
弐
師
童

子
八
口
之
明
神
是
皆
房
大
僧
長
房
次
郎
房
八
万
四
千
春
属
四
千
四
万
｝

千
春
属
大
天
狗
三
万
三
千
大
小
天
狗
三
万
三
千
見
月
弓
形
二
三
一
三
□

王
子
智
羅
天
狗
十
二
八
天
狗
山
≧
峯
≧
小
天
狗
増
集
乳
□
□
一
山
三
一

有
之
者
雷
癩
黒
蜜
謹
選
四
千
毛
穴
四
士
｝
骨
墨
黒
欝
罰

弓
矢
冥
加
七
代
尽
於
十
□
□
□
□
三
下
口
後
生
未
来
三
目
者
堕
在
阿
鼻

無
問
而
錐
□
劫
無
□
唖
者
癸
社
起
講
文
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
）

　
個
条
≧
恭
熊
野
醗
牛
王
法
印
上
巻
粟
当
国
請
文
我
等
虚
言
臼
偽
者
此

　
芙
社
上
巻
起
請
文
御
罰
可
蒙
深
厚
者
也
、
傍
癸
社
上
巻
請
文
如
件

　
　
元
亀
参
年
壬
申
三
月
廿
三
日
　
助
左
衛
門
（
花
押
）

□
二
郎
［
］
又
二
郎
（
筆
軸
印
）
小
四
郎
（
略
押
）
新
四
郎
（
筆
軸
印
）

大
郎
方
（
花
押
）
又
二
郎
方
（
花
押
）
藤
四
郎
方
（
花
押
）
衛
門
大
郎
（
花
押
）

二
郎
五
郎
（
花
押
）
」
零
露
（
略
押
）
左
衛
門
二
郎
（
筆
軸
印
）
彦
大
郎
方
（
花
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（
カ
）

押
）
猿
（
筆
軸
印
）
又
三
郎
（
筆
軸
印
）
」
衛
門
□
郎
（
略
押
）
大
郎
三
郎
（
略
押
）

与
五
郎
（
筆
軸
印
）
与
三
郎
（
略
押
）
衛
門
五
郎
（
筆
軸
印
）
L
与
四
郎
（
筆
軸
印
）

新
五
兵
へ
（
筆
軸
印
）
弥
五
郎
方
（
花
押
）
彦
大
郎
（
略
押
）
小
三
郎
（
筆
軸
印
）
」

四
郎
二
郎
（
筆
軸
印
）
源
介
□
（
略
押
）
宗
五
郎
方
（
略
押
）
四
郎
三
郎
（
略
押
）

甚
五
郎
（
花
押
）
」
□
郎
四
郎
方
（
花
押
）
孫
左
衛
門
方
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

又
二
郎
（
筆
軸
印
）
左
衛
門
三
郎
（
略
押
）
小
市
郎
（
筆
軸
印
）
」
□
入
（
筆
軸
印
）

三
郎
大
郎
（
略
押
）
彦
二
郎
（
略
押
）
又
六
（
略
押
）
与
五
郎
（
略
押
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

□
口
郎
（
筆
軸
印
）
弥
二
郎
（
略
押
）
与
四
郎
（
略
押
）
与
大
郎
（
略
押
）
小
二
郎

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
後
欠
で
神
文
と
署
判
者
の
み
が
分
る
。
署
判
者
四
五
名
の
う
ち
有
姓
の

者
は
い
な
い
が
、
花
押
を
書
い
て
い
る
者
が
一
〇
名
い
る
。
人
名
に
「
方
」

が
付
く
者
、
大
郎
方
・
又
二
郎
方
・
藤
四
郎
方
な
ど
八
名
が
い
る
。
意
味
は

不
明
だ
が
六
名
ま
で
花
押
を
書
い
て
い
る
。

　
他
の
三
通
も
「
熊
野
牛
王
法
印
」
の
裏
に
書
か
れ
て
お
り
書
式
は
④
で
あ

る
。
翫
2
0
で
は
一
九
名
、
翫
2
8
は
照
五
名
と
人
名
が
び
っ
し
り
書
か
れ
て
い

る
が
、
臨
1
は
二
名
、
翫
3
1
は
六
名
と
極
端
な
差
が
あ
る
。
牛
王
宝
印
と
署

判
者
数
に
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
牛
王
宝
印
に
書
か
れ
た
特
別
の
意
味
は

あ
る
の
か
を
晦
3
1
・
3
2
の
起
請
文
に
よ
り
考
え
て
み
た
い
。
翫
3
1
は
上
部
を

欠
い
て
い
る
も
の
の
書
式
は
晦
2
3
と
同
様
④
に
属
す
。
次
に
二
通
と
も
掲
げ

る
。

（
α
－
N
n
δ
）

　
　
（
端
翼
書
）

　
　
　
「
山
賀
□
名
主
ノ
起
請
文
」

　
　
敬
白
天
爵
粟
社
起
請
文
前
書
思
事

　
一
金
森
・
三
宅
□
出
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
之
事

　
　
［
］
両
肩
江
自
然
出
入
之
雪
膚
之
潔

　
　
　
　
（
高
）

　
　
任
御
田
札
之
旨
、
錐
為
六
親
、
見
隠
陰
茎

　
　
隠
、
三
州
進
可
申
上
之
事

　
一
十
従
当
千
出
入
、
内
通
之
輩
、
召
於
被
出
表

　
　
類
親
惣
郷
中
共
二
、
可
被
加
御
成
敗
之
事

　
　
　
　
（
後
発
）
　
　
（
カ
）

　
　
　
　
「
二
一
□
之
判
形
仕
候
」

　
　
　
右
此
旨
於
偽
聴
、
回
心
二
奉
頼
御

　
　
　
本
尊
井
契
社
起
請
文
御
三
深
厚

　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
　
可
蒙
罷
候
者
也
、
衡
如
件

元
亀
参
年
粧
三
月
廿
五
日

　
　
　
中
野

　
　
　
　
新
右
衛
門
尉
（
花
押
）

杉
江
　
三
千
代
（
略
押
）

西
郡
　
三
千
代
（
花
押
）

同　
記
念
寺

　
　
慶
存
（
花
押
）

　
西
郡
南

　
　
及
婁
（
花
押
）
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御
両
三
人

　
　
　
　
御
奉
行
中

（
α
2
N
3
）

（上部破損）
請
文
之
事

当
申
歳
年
号
着
、
元
亀

□
月
、
β
数
者
凡
三
百
八
十

□
心
大
施
主
輩
、
謹
奉
勧

□
熱
熱
奉
始
、
日
光
菩
薩

東
方
降
三
世
明
王
、
南
方

威
徳
明
王
、
北
方
金
剛

口
不
動
明
王
、
般
若
染
上

　
　
（
カ
）

十
羅
刹
□
三
十
番
神

八
部
衆
天
一
神
七
十

三
所
大
権
現
摩
利

守
霜
□
□
□
普
天

富
士
大
権
現
立
山
権
現

日
本
国
中
六
十
余
州
之
大
小

（
天
ノ

ロ
狗
李
普
類
巻
幽
々
集
本

土
旧
ロ
ル
エ
ニ
ー
ア
ハ
｛
悶
醐
棚
朋
鵬
猟

杉
江
　
宗
伝
（
花
押
）

杉
江
源
七

　
吉
保
（
花
押
）

　
　
　
蒙
御
署
後
駆
二
獅
ア
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
）

　
　
　
　
□
未
来
永
劫
不
可
出
、
傍
□
社

　
　
∩
口
目
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
郡

　
　
　
　
三
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
代
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
寺

　
　
　
杉
江
　
　
　
　
中
野

　
　
　
　
宗
伝
（
花
押
）
　
新
右
衛
門
尉
（
花
押
）
　
　
遺
存
（
花
押
）

　
　
（
杉
江
源
）

　
　
□
□
□
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
江

　
　
　
　
□
保
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
千
代
（
略
押
）

　
晦
3
2
は
「
熊
野
牛
王
宝
印
」
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
。
暑
判
者
は
六
名
で

宛
名
は
欠
い
て
い
る
。
翫
3
！
の
碧
判
者
の
一
人
で
あ
る
「
西
郡
南
」
の
及
隻

は
晦
3
2
で
は
薯
判
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
署
判
順
も
違
っ
て
い
る
。
熊
千
代
、

慶
存
、
及
婁
の
右
肩
の
「
西
郡
」
、
「
護
念
寺
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

晦
3
1
の
端
裏
に
「
山
賀
□
名
主
ノ
起
講
文
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
山
賀
村
の
名

主
層
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
杉
江
氏
は
山
賀
村
の
真
北

に
隣
接
す
る
杉
江
村
の
名
主
層
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
何
故
同
一
日
付
の
も
の
が
二
通
存
在
す
愚
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

先
に
見
た
翫
！
1
・
1
2
の
富
田
ポ
井
口
の
場
合
と
は
異
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
翫
3
1
は
「
起
請
文
し
で
、
翫
3
2
は
「
起
請
文
前
書
」
で
あ
る
。
撫
3
2

の
前
書
で
起
請
し
た
こ
と
を
晦
3
1
に
神
文
を
も
っ
て
誓
約
し
た
の
で
は
な
い

か
。
「
山
賀
R
一
名
主
」
が
前
書
を
認
め
、
更
に
神
文
を
も
っ
て
誓
わ
ね
ぼ
な
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ら
ぬ
事
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
賀
・
杉
江
両
面
は
と
も
に
金
森
・

三
宅
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
名
主
」
ら
に
特
別
な
危
機
感
を
抱
か
せ

た
の
で
は
な
い
か
。
書
式
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
が
隼
王
宝
印
を
用
い
起
請

の
意
志
を
確
か
な
も
の
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
日
付
・
村
名
・
署
判
者
・
書
出
書
止
文
言
等
か
ら
「
元
亀
の
起
請

文
」
の
諸
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
。
最
後
に
水
木
本
起
請
文
の
全
体
的

な
特
徴
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
水
木
本
起
請
文
は
他
の
写
本
と
は
異
り
近
世
後
期
に
蒐
集
さ
れ
た
、
不
完

全
な
も
の
を
含
む
と
は
言
え
原
本
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
田
中
貞
昭

　
　
　
　
（
マ
マ
）
⑦

が
言
う
「
熊
牛
王
」
の
襲
に
書
か
れ
た
も
の
四
通
を
含
み
、
ま
た
善
立
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

恵
空
が
言
っ
た
よ
う
に
「
五
人
三
人
廿
人
光
人
ノ
名
判
」
が
あ
る
起
請
文
の

存
在
を
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
牧
野
信
之
助
は
「
そ
の
古
写
巻
に
よ

る
と
両
郡
に
亙
っ
て
百
三
十
余
村
尽
く
そ
の
土
豪
か
ら
一
揆
不
通
の
旨
を
契

　
　
　
⑨

約
せ
し
め
」
た
、
と
書
っ
て
い
る
よ
う
に
、
牧
野
自
身
古
写
巻
を
見
た
よ
う

に
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
そ
れ
は
「
大
谷
本
」
前
書
の
「
巻
物
三

軸
」
で
あ
っ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
牧
野
が
水
木
本
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
水
木
本
起
請
文
は
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
従
来
言
わ
れ
て
来

た
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
理
解
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
雷
え
る
。
「
元
亀

の
起
請
文
」
は
惣
村
の
惣
代
か
門
徒
の
惣
代
に
よ
り
署
判
さ
れ
た
と
琶
わ
れ
、

ま
た
署
判
者
そ
の
も
の
の
分
析
か
ら
近
江
湖
東
村
落
の
心
血
と
門
徒
の
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
一
致
化
し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
署
判
者
数
二
〇
名
以

上
の
も
の
が
五
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
纏
足
の
人
々
を
見
る
と
惣
村
な
り
門
徒

の
惣
代
と
麿
倣
す
こ
と
は
難
し
い
。
次
に
晦
3
4
三
月
二
八
日
付
の
も
の
を
掲

げ
る
。

　
　
　
　
　
敬
白
天
象
英
社
起
請
文
前
書
事

　
　
（
一
、
脱
力
）

　
　
□
金
・
森
三
宅
江
出
入
、
内
通
一
切
不
可
仕
事

　
　
　
右
之
両
誠
江
自
然
出
入
年
輩
在
之
者
、
任
命
高
札
之
旨
、
当
為
六
親
、

　
　
　
　
　
　
（
聞
脱
力
）

　
　
　
見
隠
不
可
隠
、
御
注
進
可
申
心
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
被
加
）

　
　
一
万
一
従
当
郷
出
入
内
通
之
號
、
聞
召
出
［
　
　
］
共
、
鶏
□
□
御
成

　
　
　
敗
働
事

　
　
　
　
右
此
旨
於
偽
者
、
我
心
二
塁
願
御
本
尊
井
芙
社
起
請
文
之
御
器
、

　
　
　
　
深
厚
可
蒙
罷
者
也
、
彷
前
書
如
件

　
　
　
元
亀
三
年

　
　
　
　
　
　
三
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
野
又
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
能
（
花
押
）

　
　
津
田
与
二
郎

　
　
　
　
　
　
吉
次
（
花
押
）
　
　
　
　
道
法
（
略
押
）
大
郎
二
郎
衛
門
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
　
　
　
　
□
珍
（
略
押
）
彦
九
郎
衛
門
（
筆
軸
印
）
　
　
一
一
郎
□
□
（
花
押
）

　
　
小
五
郎
左
衛
門
（
略
押
）
　
　
新
右
衛
門
（
略
押
）
厄
　
五
郎
兵
衛
（
略
押
）
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小
兵
衛
（
略
押
）
大
郎
五
郎
衛
門
（
花
押
）

掃
p
（
筆
軸
印
）

四
郎
右
衛
門
（
略
押
）
五
郎
左
衛
門
（
筆
軸
印
）

　
孫
九
郎
（
筆
軸
印
）
衛
門
四
郎
衛
門

　
　
五
郎
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
又
四
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
彦
久
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
四
郎
三
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
五
郎
二
郎
（
築
軸
印
）

　
　
衛
門
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
　
孫
四
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
大
郎
三
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
左
近
大
郎
（
略
押
）

　
　
　
馬
大
郎
（
略
押
）

御
両
三
人

　
　
御
平
雪
中

　
　
　
　
　
　
二
郎
大
郎
衛
門
（
雛
軸
印
）

道
管
（
筆
軸
印
）
三
郎
大
郎
衛
門
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
左
衛
門
（
筆
軸
印
）

　
　
　
　
（
マ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
四
郎
（
筆
軸
印
）

　
又
四
郎
（
略
押
）
　
　
彦
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
彦
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
五
郎
ご
郎
（
略
押
）

　
　
弥
二
郎
（
築
軸
印
）

　
　
彦
四
郎
（
筆
軸
印
）

　
大
郎
九
郎
（
筆
軸
印
）

左
衛
門
五
郎
（
筆
軸
印
）

　
　
介
衛
門
（
筆
軸
印
）

　
　
孫
九
郎
（
略
押
）

　
二
郎
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
与
五
郎
（
筆
軸
印
）

　
孫
大
郎
（
筆
軸
印
）

兵
衛
三
郎
（
筆
軸
印
）

　
（
カ
）

　
義
兵
衛
（
軸
軸
印
）

　
　
左
近
（
筆
軸
印
）

衛
門
五
郎
（
筆
軸
印
）

孫
右
衛
門
（
筆
軸
印
）

左
衛
門
大
郎
（
筆
軸
印
）

　
こ
れ
に
は
村
名
記
載
は
な
い
が
有
姓
の
津
田
・
浦
野
か
ら
推
す
と
現
在
の

守
山
市
内
に
属
す
る
村
の
姓
と
思
わ
れ
る
。
花
押
の
者
無
名
（
内
有
罪
二
、

無
三
二
）
、
略
押
一
三
名
、
筆
軸
印
三
三
名
、
そ
の
他
一
名
の
合
計
五
一
名

が
薯
判
し
て
い
る
。
道
法
、
□
珍
、
道
西
の
よ
う
な
法
名
を
持
つ
者
も
含
ま

れ
て
い
る
。
筆
軸
印
の
者
が
三
三
名
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
起
請
文
を
差
し

出
し
た
村
落
が
浦
野
秀
能
、
津
田
吉
次
を
主
導
層
と
す
る
村
落
で
、
村
自
体

と
し
て
署
慶
し
た
も
の
と
闘
え
る
。
こ
の
起
請
文
か
ら
村
落
の
踏
代
と
か
門

徒
の
惣
代
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

　
晦
2
8
三
月
二
三
日
付
起
請
文
は
有
姓
の
署
判
者
は
な
く
無
熱
と
思
わ
れ
る

人
々
の
署
判
の
み
で
あ
っ
た
。
（
前
掲
）
年
月
日
不
明
で
署
判
部
分
の
み
し

か
な
い
が
翫
4
0
を
次
に
掲
げ
る
。

□
秀
（
花
押
）

□
次
入
道
（
略
押
）

目
（
略
押
）

む
た
［
目
］

か
い
本
（
略
押
）

野
屋
（
略
押
）

弥
衛
門
（
略
押
）

［
捌
U
］
（
略
押
）

□
左
衛
門
（
略
押
）

　
か
ち
や
（
略
押
）

　
木
戸
（
花
押
）

　
八
郎
（
花
押
）

　
闘
牛
（
略
押
）

　
介
二
郎
（
略
押
）

か
な
　
又
二
郎
（
筆
軸
印
）

　
□
□
（
筆
軸
印
）

　
衛
門
二
郎
（
略
押
）

　
河
田
（
略
押
）

　
弥
二
郎
（
略
押
）

四
郎

郎
籍
鯉

弁
慶

長
話

黒
円
（
略
押
）

順
清
（
略
押
）

い
か
入
道
（
略
押
）

ト
キ
麗
（
略
押
）

弥
衛
門
尉
（
花
押
）

慶
正
（
略
押
）

円
正
（
筆
軸
邸
）

孫
二
入
道
（
略
押
）

薪
丘
ハ
へ
（
花
押
）
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元亀の起諮文について（藤田）

才
介
（
略
押
）

観
音
（
略
押
）

□
五
郎
（
略
押
）

御
両
三
人
御
奉
行
中

　
い
か
□
口
（
筆
軸
印
）

か
な

　
又
二
郎
（
略
押
）

こ
さ
る

　
又
三
郎
（
略
押
）

口
た
る

　
又
二
郎
（
略
押
）

ま
い
る

　
口
秀
、
道
円
、
順
清
、
屋
円
、
慶
正
、
円
正
、
甲
屋
、

う
な
法
名
を
持
つ
者
、
□
次
入
道
、
い
か
入
道
、
孫
二
入
道
の
よ
う
な
入
道

名
を
名
乗
る
者
が
署
判
し
て
い
る
。
ま
た
か
ち
や
、
ト
キ
屋
と
言
っ
た
職
人

が
署
判
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
巌
3
4
の
起
請
文
同
様
村
落
構
成
員
全
体
が

署
名
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
晦
1
1
・
1
2
・
1
3
・
1
5
の
富
田
・
井
口
、
晦
3
1
・
3
2
の

杉
江
・
中
野
、
臨
2
・
6
の
出
庭
、
そ
し
て
翫
7
．
8
の
鈎
の
よ
う
に
同
陵

付
・
同
一
署
判
者
の
起
請
文
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
コ
兀
亀

の
起
請
文
」
は
最
初
か
ら
意
識
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
言
え
る
。
署
判
者
に
は
個
々
の
村
落
の
惣
代
と
主
導
層
と
思
わ
れ
る
人
々

が
多
く
見
ら
れ
た
。
村
落
の
遷
代
と
門
徒
の
霊
代
が
圃
一
化
の
傾
向
を
た
ど

る
村
を
こ
の
起
請
文
か
ら
抽
出
す
る
の
は
難
し
い
。
権
力
の
要
請
は
、
個
々

大
郎
丘
ハ
へ
（
略
押
）

　
た
つ
（
略
押
）

は
ふ孫
左
衛
門
（
略
押
）

と
□□
九
郎て
［
U

て
ん
く
（
略
押
）

　
に
し
（
略
押
）

　
こ
め
い
（
略
押
）

　
　
弁
慶
、
観
音
の
よ

の
村
落
の
み
で
は
な
く
百
姓
一
人
一
人
が
一
揆
に
内
通
し
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
署
判
者
が
二
〇
名
以
上
も
存
在
す
る
の
は
右
の
よ
う
な

事
情
に
よ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

①
「
福
正
寺
文
書
」

②
角
川
文
庫
版
『
信
長
公
記
』
＝
一
＝
頁

③
糀
『
近
江
輿
志
略
書

④
　
峰
岸
純
夫
「
一
向
一
揆
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
8
』
中
世
4
）

⑤
上
巻
起
諮
文
は
、
前
書
と
神
文
と
が
分
離
す
る
傾
向
の
な
か
で
、
神
文
を
特
に

　
「
上
巻
起
請
文
」
と
称
し
た
。
『
日
本
古
文
書
学
の
諸
問
題
』
一
一
〇
〇
頁
（
掘
田

　
二
郎
著
作
集
1
）

⑥
図
を
見
て
分
る
よ
う
に
富
田
・
立
花
・
日
保
と
井
口
は
地
理
的
に
離
れ
て
い

　
る
。
水
利
権
に
伴
う
関
係
か
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
し
い
こ
と
は
分
ら
な
い
。

⑦
『
渠
太
志
』
巻
十
二

⑧
　
「
善
龍
寺
物
語
」
（
『
も
り
や
ま
』
四
号
、
～
九
八
二
年
三
月
）

⑨
　
　
『
滋
賀
鳳
小
史
』
第
三
巻
、
二
九
｛
ハ
百
ハ

⑩
高
牧
実
「
湖
東
の
門
徒
と
元
亀
の
起
請
文
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀

　
要
』
昭
和
五
一
年
度
、
一
九
七
七
年
三
月
）

W
　
む
　
　
す
　
　
び

　
「
元
亀
の
起
請
文
」
．
に
つ
い
て
水
木
本
の
紹
介
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、

こ
の
起
請
文
の
持
つ
歴
史
的
意
義
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
触
れ
得
な
か
っ

た
。
本
稿
は
水
・
木
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
従
来
使
わ
れ
て
き
た
「
　
兀
亀
の

霜
野
文
」
の
史
料
批
判
を
も
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
今
回
水
木
本
を
得
た
こ
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と
に
よ
り
「
元
亀
の
起
請
文
」
に
つ
い
て
は
よ
り
精
緻
な
分
析
と
議
論
を
要

す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
た
め
に
は
改
め
て
諸
写
本
の
書
誌
学
的
史
料

学
的
な
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
を
倹
た
な
い
。

　
次
に
「
元
亀
の
起
請
文
」
は
起
請
文
と
請
書
の
二
つ
に
分
け
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
南
龍
子
の
斜
文
の
最
後
に
「
講
書
起
請
文
」
を
差
し
上
げ
た
と
書

い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
署
判
者

等
か
ら
す
る
と
二
者
は
明
ら
か
に
区
別
し
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
正
月
二

三
日
付
佐
久
間
信
盛
奉
書
の
コ
向
之
坊
主
・
地
子
・
長
」
は
門
徒
の
坊
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
地
士
（
地
侍
・
殿
原
）
と
長
を
意
味
し
た
も
の
に
せ
よ
、
三
カ
月
後
に
差

し
出
さ
れ
た
趣
請
文
は
右
の
三
者
が
惣
代
と
し
て
署
判
し
た
も
の
と
必
ず
し

も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
起
請
文
の
差
し
出
し
は
、
個
々
の
転
々
の
状

況
に
制
．
約
さ
れ
、
か
つ
権
力
と
の
一
定
度
の
対
抗
関
係
の
も
と
で
多
様
な
か

た
ち
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
署
判
者
の
充
分
な
分
析
、
署
判
村
落
と

真
宗
寺
院
の
有
無
、
署
判
村
落
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
は
あ

る
。
講
談
は
、
一
向
一
揆
対
策
と
し
て
南
郡
の
金
々
か
ら
一
味
内
通
し
な
い

旨
の
請
書
・
起
請
文
を
差
し
出
さ
せ
た
が
、
金
森
を
拠
点
と
す
る
一
向
一
揆

の
解
体
は
同
年
七
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
金
森
・
三
宅
落
城
の

時
ま
で
抗
戦
か
つ
支
援
し
た
村
な
り
人
々
を
検
討
し
な
い
限
り
、
「
元
亀
の

起
請
文
」
の
政
治
的
効
果
は
立
証
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
元
亀
の
起
請
文
」
の
歴
史
的
意
義
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

た
い
。
ま
た
他
日
水
木
本
原
本
の
閲
覧
の
機
会
を
得
、
釈
文
の
完
全
を
期
す

つ
も
り
で
あ
る
。

　
①
　
峰
岸
純
夫
、
前
掲
書
、
一
四
〇
頁

　
【
附
記
】
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
小
島
道
裕
氏
、
播
磨
良
紀
氏
か
ら
御
教
示

を
得
た
。
解
読
に
つ
い
て
は
仲
村
研
先
生
の
御
教
示
を
得
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
湿
度
社
史
資
料
編
集
蜜
　
草
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